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発行 校長

あきた型学校評価（学習指導）についての今年度の取り組み
学習指導について「P 目標・計画」「Do 取り組み状況・達成状況」「Check 自己

評価・学校関係者評価と意見」「Action改善策」を以下にまとめましたので、ご覧
ください（自己評価は本校の評価、学校関係者評価は学校運営協議会評価委員の
方々の評価です。）。
今年度の反省を次年度の取り組みに生かしていきたいと思います。

【学習】重点目標 基礎的・基本的な力を身に付ける授業づくり

・ 県学習状況調査（R4.12月）の結果 【学年は昨年度】
は右の表の通り。
４年生（現５年生）は、３教科とも県

平均を下回った。５年生（現６年生）は、
社会科が県平均を下回ったが、その他の
教科では県平均を上回った。

「勉強が分かる」と回答(県平均）
４年 86.1% (91.3%）

現 状 ５年 89.9%（91.3%）
６年 91.5%（93.3%）

・ 総合学力調査（R4.12月）の結果は下
の表の通り。４年生（現５年生）の算数
以外は、全国平均を上回った。

Ｐ

具体的な ○ 「勉強が分かる」と肯定的に回答する子どもを90%以上にする。
目標 ○ 県学習状況調査の各教科の結果で、県比97%以上を目指す。

○ 総合学力調査の結果を全国比100%以上を目指す。

１ 学年部での共通実践
・ 教室をオープンにして授業を行うことを基本とし、日常的に学年

目標達成 部内の取組を確認し、共通実践を心がける。
のための ・ 研修会議等での共通理解したことを、学年部研究に取り入れ、子
方策 どもたちに還元する。

・ 算数デーや国語デー等で、基礎的な計算力や語彙力を付ける。
２ 学習意欲を高める授業づくり
・ 子どもが問い見付け、自ら求めて学ぶ場を設定する。。
・ 子どもの学びの状況を確かに見取り、教科等の見方・考え方を働
かせた学習を展開する。

３ 子どもの思いを生かした単元構想や授業改善への取組
・ 子どもと単元プランを共有し、必要感のある学びの場を設定する。
・ 学習アンケートにより、子どもの意識の変容や学びに対する思い
を把握し、授業改善に生かす。

校 報 松 風

学年 教科 本校 県 全県比

国語 77.7 79.6 98
算数 65.4 68.8 95
理科 70.2 77.8 90
国語 81.0 79.7 102
社会 61.2 63.6 96
算数 70.7 68.4 103
理科 83.0 79.8 104
国語 86.9 84.5 103
社会 68.7 68.1 101
算数 71.7 70.2 102
理科 86.4 77.9 111

4年生

5年生

6年生

学 年
教 科 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数
平均点 89.7 95.8 86.8 81.8 75.4 76.0 62.7 71.5
全 国 80.9 87.1 83.9 75.4 70.9 71.9 57.9 72.1
全国比 111 110 103 108 106 106 108 99

   １年  ２年    ３年    ４年



１ 研究授業に向けて、学年部で指導方法を検討をしたり、先行授業を
見合ったりして、授業改善を図った。
２ ＩＣＴを活用して、一人一人が調べたことや考えたことを全体で共

具体的な 有し比較・検討することで、学びを深めるようにした。
取組状況 ３ 見通しをもって学習に取り組むことができるように、単元プランを

子どもと共有した。また、単元内自由進度学習に挑戦（４年理科・６年社会
科）し、課題意識や学習意欲を高めるようにした。
４ 話し合いで気付いたことをノートにメモしたり、重要なことをノー
トにまとめたりする活動を通して、思考の変容に気付いたり、考えを
整理したりできるようにした。

・ 県学習状況調査（R5.12月）の結
果は右の表の通り。目標の県比97％
以上は、全学年全教科で達成するこ
とができた。
「勉強が分かる」と回答(県平均）
「当てはまる」「どちらかといえば
当てはまる」の数値は次の通り。 Ｄ

( )内は県数値
４年 88.3% (91.8%）
５年 82.5%（91.8%）

達成状況 ６年 84.6%（91.8%）
どの学年も目標の90％をやや下回
った。
・ 総合学力調査（R5.12月）の結果は
下の表の通り。目標の全国比100%以
上を全学年・全教科で達成すること
ができた４年算数以外は、目標の

全
国
比
1
し
た

（評価） （根拠）
、点数での県・全国との比較では、概ね目標を達成できた。特に５

自己評価 Ｂ 年生の伸びが大きかった。ただし、「勉強が分かる」の割合がどの学
年も目標をやや下回っているので、「分かった」「できた」と満足感

Ｃ

の味わえる授業を工夫する必要がある。

↑

評価基準
Ａ：具体的な活動がなされ目標を達成できた Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない

↓
Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない

学校関係 （評価）
学力調査の結果では目標をクリアしており、学力向上の取り

者評価と ＋ 組みは、成果が得られている。特に、６年生の理科と５年生の
意見 Ｂ 算数がのがんばりが目立つ。「勉強が分かる」は目標をクリア

Ｃ

できていないが、児童がよりしっかり勉強に向き合った結果な
のではないかと考える。分かるようになりたいというモチベー
ションをもてるように、引き続き取り組みをお願いしたい。

自己評価 学習の見通しをもたせるための単元構想、問いが生まれる対象との出会
及び学校 い、協働的な学びでのＩＣＴの活用などは、学力の定着に成果があった。
関係者評 「分かった」「できた」という充実感や達成感をもたせるために、個別最

Ａ

価に基づ 適な学びと協働的な学びを効果的に往還させ、教科の見方・考え方を働か
いた改善 せた学びの成果を子ども自身が自覚できるようにしていきたい。
策

学 年
教 科 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数
本 校 82.7 92.4 84.6 89.6 66.0 83.0 65.3 76.9
全 国 75.3 89.4 80.9 80.4 62.2 73.5 61.0 72.1
全国比 110 103 105 111 106 113 107 107

１年 ２年 ３年 ４年

学年 教科 本校 県 全県比

国語 72.4 74.3 97
算数 68.1 67.5 101
理科 76.2 78.5 97
国語 62.6 63.7 98
社会 72.7 74.0 98
算数 73.6 70.8 104
理科 69.4 68.8 101
国語 76.1 74.9 102
社会 74.1 73.6 101
算数 69.6 68.7 101
理科 87.8 83.8 105

4年生

5年生

6年生


